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　奈良県では年４月の県域水道事業統
合を目指し、県内団体が基本協定を締結
し、具体的な協議を開始することになった。
「年近畿の水道施設整備企画」では奈
良県の水道一体化に向けた取り組みなどを
探り、近畿の水道整備事業を紹介する。

御所浄水場（奈良県提供）
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　大阪市は、老朽化した水道管を更新する
「基幹管路耐震化ＰＦＩ事業」を計画してい
る。南海トラフ巨大地震が発生しても広域的
な断水が起きないようにするのが目的。ＰＦ
Ｉを使い管路更新のペースを５年程度速め
る。管路の延長は約㎞。周辺路線と同時施
工が可能で上町断層帯地震時に配水場まで送
水ができ、道路工事などの影響を受けないこ
とを基準に選定。更新期間は８年程度を見込
む。年度末にも事業が完了する。事業費
は億円（税込み）と試算。本年度にＰＦ
Ｉ事業者の選定手続きを進める。
　大阪広域水道企業団は本年度に村野浄水場
（大阪府枚方市村野高見台７）西系浄水施設
更新事業の準備工事を行う計画だ。本体とな

る土木・建築工事は年度に着手し、年度
の完成を目指す。またプラント設備工事は
～年度に整備する予定。沈澱池や、オゾン
接触槽、粒状活性炭吸着池、ろ過池などを更
新していく。
　また大阪府八尾市新家３～堺市北区金岡町
の府立大泉緑地の間約㎞に計画している工
業用水道バイパス（ＢＰ）配水管整備計画の
うち、新家３～府立久宝寺緑地（八尾市）間
約．㎞に本年度着工する。大阪市平野区長
吉出戸７～東除ポンプ場（大阪市平野区）間
の詳細設計を進め、東除ポンプ場～大泉緑地
間の設計・施工一括（管路ＤＢ）方式の発注
に向けた基本設計を始める。

　兵庫県明石市は本年度、神戸市管路を介し
た阪神水道企業団からの新規受水に向けた導
水管の敷設に着工する。区間は神戸市水道局
西垂水第２高層配水場（神戸市垂水区学が丘）
～明石市東部配水場（荷山町）の約．㎞で、
想定供給量は約１万ｔ。
　京都府は、府営水道施設更新・耐震化事業
として送水管路の更新・耐震化と浄水場施設
の更新等を継続する。このうち、浄水場に関
しては宇治浄水場で沈殿池排泥弁更新など、
木津浄水場で排泥池汚泥かき寄せ機更新な
ど、乙訓浄水場で水位計更新などをそれぞれ
実施する。
　滋賀県は、災害や事故に強い施設づくりと
して、中主ライン、蒲生日野ライン、八日市

蒲生ラインなどの管路更新に係る設計と工事
を実施。老朽化対策の施設更新に関しては、
湖南市水道施設移管工事や馬渕浄水場ろ過池
更新工事、朝国共同施設無停電電源装置更新
などを行う。
　和歌山市は、「和歌山新水道事業ビジョン」
の取りまとめを進めている。紀の川に架かる
六十谷水管橋の崩落事故（年月）を受け、
送水管の複線化や新浄水場の建設に向けた整
備方針を盛り込む。有識者会議は、給水人口
や料金収入の減少を見据えた施設規模など将
来的な水道事業の在り方を検討中。更新期が
近づく工業用水用の六十谷第２浄水場の上水
道への転用や上水・工業用水の共同化なども
視野に入れる。


